
筒井順慶が築城。筒井氏の後、豊臣秀長、水野勝成、松平忠明、本多氏、柳澤吉里が城
主となっている。以後、柳澤氏が六代にわたって在城し、柳澤保申の時に明治維新を迎え
た。郡山城は明治維新後、明治６年（１８７３）に競売にかけられ解体された。本丸（天守
閣）、毘沙門郭、法院郭、玄武郭、陣甫郭からなる。

事業目的に「誰もが気軽に登れ、眺望を楽しめる展望施設として整備」とあり、展望施設
が完成している。文化財としての天守台石垣や天守礎石を復元する以外に現代的な展望
デッキを設けている。
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仲谷

城跡内の全てが自由に見学できる。

石垣の雑草が繁茂しており、景観を阻害しているため対策が必要。

本丸と毘沙門郭跡に架かっていた極楽橋が現在復元工事中。早期の完成を望む。

補足 （天守台の石垣整備と展望施設が完成　　　　　　　　　　　　　　　　）
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あり。城内は整備され、説明板は完備している。
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天守閣礎石復元と展望デッキ 県指定説明板と城内案内板

文化財名 郡山城跡

奈良県指定文化財調査票（写真）

日

調査者名

調査日 記入者 仲谷裕巳2020 年 6 月 26

小倉 春日 安川 仲谷

本丸と天守台の石垣（東面） 陣甫郭跡石垣（鉄御門跡）

天守閣石垣のさかさ地蔵毘沙門郭石垣


